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研究成果の概要（和文）：レーザー測量による３D画像を駆使して、遺跡の記録保存ならびに古代都市の実態復
元を目指し、所期の目標はほぼ達成された。すなわち、古代都市アコリスと近傍の古代採石場址３箇所で得た
３D画像によって、マニュアル測量と比較にならない精確な記録保存データを後世に残し、また、新王国時代末
からコプト時代に至る都市の各時代の活動面と採石場の操業実態を立体的に復元した。文化財保存とエジプト古
代都市研究に、これら２つの面で寄与し得た。

研究成果の概要（英文）：By means of 3D laser scanning, we aimed to preserve a record of the ancient 
city Akoris and the nearby quarries plunged into crisis by looting and so on, which was  an urgent 
countermeasure. The second aim was to reconstruct the actual state of their activities and temporal 
sequences by the scanning data. Fortunately their expected aims have been almost completed through 
our researches for a five-year period. That is, the detailed and correct record of the sites, 
incomparable with manual data, could be transmitted to posterity. Additionally the activity phase of
 each era from the end of the New Kingdom to the end of the Coptic Period could be ascertained in 
Akoris, and the actual state of working and temporal sequence in the quarries could be reconstructed
 through the dimensional data.     

研究分野：古代エジプトをフィールドとして、集落形成の動態から人間の生存戦略を比較考古学的に解明する
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１．研究開始当初の背景 
(1)遺跡の堆積土を肥料に用いる伝統的な農
法の累積によって、エジプトの集落遺跡は
多大な損壊を被ってきた。 

(2)近年の治安の悪化に伴う盗掘と都市化や
気候変動による自然崩壊がこの上に加わ
り、集落遺跡の緊急避難的保存処置が迫ら
れていた。エジプト全土におけるこの状況
は、調査対象とした中エジプト南部も例外
ではなかった。 

(3)200 年近くに及ぶエジプト考古学史にお
いて、調査の主たる対象は墳墓や神殿であ
り、多大な労力と費用を要する集落遺跡の
調査は永く閑却に付されてきた。しかし、
前世紀末からようやく集落遺跡に注意が
向けられるようになってきていた。 

(4)都市遺跡としてのアコリスは、新王国時代
末からコプト時代末に至る約 2000 年間の
集落の痕跡を視認することができる、エジ
プトでは稀有な遺跡である。また、近傍に
プトレマイオス朝以降の生業域である採
石場址が広がっており、これも都市遺跡と
してのアコリスの稀有さを際立たせてい
る。 

 
 
２．研究の目的 
(1)広大な遺跡全域に保存処置を講じるのは
現実的ではないため、緊急避難的に現状を
可能な限り精細に記録保存し、それを後世
に残すこと。 

(2)長期に亘る古代都市アコリスの各時期の
実態と、生業としての採石業の技術的・社
会的変遷を解明し、興隆しつつあるエジプ
ト古代集落史研究に資すること。 

 
３．研究の方法 
(1)3Dレーザー・スキャンニングを駆使して、
都市遺跡と採石場址をデータ化し、3D 画
像として各遺跡の全容を保存する。 

(2)集落址の各所で、第 3 中間期 / 末期王朝
時代、プトレマイオス朝期、ローマ時代、
コプト時代の遺構面の基礎高を計測し、そ
の地点の位置と高さを 3D の立体画像の上
に重ねて、各時代の都市域の地形を復元す
る。 

(3)採石場址では、切り出し技術の検討とグラ
フィッティの解読によって操業期を推定
し、3D 画像のうえにその時期データを加
えて、操業規模とその変化を導き出す。 

 
４．研究成果 
(1)都市遺跡、採石場址ともレーザー・スキャ
ンニングによって 3D 画像化することに成
功した。                            

(2)このデータの上に岩窟や日乾レンガ壁の
位置データを加えた結果、後世に残す緊急
避難的な記録保存処置をほぼ完遂し、所期
の目的を達成することができた。 

(3)都市遺跡では、新王国時代末からコプト時
代末に至る間の集落形成の動態を 3D 画像
によって検討した結果、以下の諸点が明ら
かになった。 
①末期王朝時代に都市壁が敷設されて都市
化が進展の度を加えたこと。 
②末期王朝時代の終焉までは都市内の西部
神殿域と北部に居住が集中していたこと。 
③プトレマイオス朝期に至って、都市内の
中心部が新たな密集地に加わり、内部の各
所も居住地化して、ローマ時代に継続する
都市の原型ができあがったこと。 
④コプト時代に都市内の居住密度が最高に
達し、神殿域や参道に一般住居が侵入した
こと。 

(4)近隣の採石場址 3箇所では、以下の諸点が
判明した。 
①南のニューメニア址が前 3 世紀のプトレ
マイオス 3世期に最盛期を迎え、建築用材
だけでなく巨大なファラオ像やオベリス
クを切り出そうとした証左を留めている
こと。その後の操業は小規模であること。 
②都市址南方に近接する南採石場址もニュ
ーメニア址に呼応して操業を始めるとと
もに、ここでもファラオ巨像を切り出そう
とした痕跡を留めていること。都市址北端
の未完成の巨柱もプトレマイオス朝期に
ここから切り出したこと。操業は同期以降
に継続したこと。 
③都市址北方に近接する北採石場址はもっ
ぱらローマ時代に操業されたこと。夥しい
数の板石群の存在が、アレキサンドリア向
けに道路舗装用材を切り出したことを伝
える同址発見の奉献台の銘文と符合する
こと。 
④南採石場址とニューメニア址との中間に、
広大なコプト時代の採石場址が確認され
たが、これについては、切り出し技術の復
元に留まり、3D 画像の作成には至らなか



った。 
(5)3D 画像の分析によって判明した上記の諸
点を合わせ考えると、新王国時代末以降の
古代都市アコリスの変遷は、近隣採石場の
操業の推移と呼応していることが察せら
れる。本研究はひとつのケース・スタディ
ーではあるけれども、既存の古代エジプト
集落研究に新生面を切り拓く成果である
と信じる。 
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